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×プロフィール：山田泰久（やまだやすひさ）

NPO法人CANPANセンター 代表理事

一般財団法人非営利組織評価センター 業務執行理事

寄付月間推進委員会委員

社会的インパクト評価イニシアチブ共同事務局

イシス編集学校（松岡正剛氏主宰） 師範代 Facebook

群馬県高崎市出身、慶應義塾大学文学部卒（フランス文学専攻）。

1996年日本財団に入会。2014年4月、日本財団からNPO法人CANPANセンターに転籍出向。
日本財団とCANPANセンターが合同で実施する「日本財団CANPANプロジェクト」の企画責任
者。主に、ＮＰＯ×情報発信、オンライン寄付、助成金、IT・Web、ノウハウ、出身地などの文
脈でセミナー開催・講師、プロジェクト、情報発信などを実施。

twitter:@canpan2009

Facebook→http://www.facebook.com/yamadamay

← CANPAN講座 http://blog.canpan.info/c-koza/

CANPAN・NPOフォーラム http://blog.canpan.info/cpforum/ →
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http://www.facebook.com/yamadamay
http://blog.canpan.info/c-koza/
http://blog.canpan.info/cpforum/


×日本財団とは？
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• 1962年設立の民間の助成財団

• ボートレース（競艇）の売上金（2.5％）と一般・企業から

の寄付金をもとに活動

• 助成金で幅広く、事業開発で先駆的に、ソーシャルイノ

ベーションの実現を目指す
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CANPANについて
http://fields.canpan.info/

公益団体のための情報発信サイト

• NPOの情報発信プラットフォーム

• 全国規模の助成制度のデータベ
ース

• 助成金申請のための団体情報

• オンライン寄付決済システム

http://fields.canpan.info/
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CANPAN活用の3つのポイント

①今のWebでは、スマホ対応とキーワード検索

→ブログの活用

もしやっていないのなら、広告がないCANPANブログを！

②人が集まる場所で情報開示・発信

→CANPAN団体情報データベース

法人格を問わず、支援者が知りたい情報開示項目

（助成金申請に必要な項目）

③Yahoo!ボランティアの活用

→CANPANトピックス掲載から自動連携

（セミナー、ボランティア募集）
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ＣＡＮＰＡＮ団体情報データベース

2016年度のアクセス数： 訪問者 訪問数 ページビュー

1,355,815 1,805,991 2,962,254
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• 団体情報データベースに対するニーズが高まっている
• 団体の組織情報（信頼情報）を知りたい
• 多くの活動団体の中から自分にあった団体を探したい
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支援される方法（オンライン寄付）

CANPAN決済サービス http://kessai.canpan.info

◎インターネット上でお願いしてみる

◎寄付はお金だけではなく、『人』を集める

★最初の一歩を踏み出す！

目標【10〜30万円で出来ること】を立て、お願いして、報告する

http://kessai.canpan.info/
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情報発信のこともやっています。

セミナーだけでは伝えきれないことを本にまとめました。

ＮＰＯのためのＩＴ活用講座

～効果が上がる情報発信術

久米信行 著 山田泰久 著

学芸出版社

四六判・224頁・定価本体1800円＋税

■■内容紹介■■

「お金が足りない」「忙しい」「どんな情報を発信して

いいかわからない」…そんなアナタに、無駄な手間と

コストをかけず、個人・団体としての活用を使い分け、

広報、資金調達、マーケティング、キーパーソンとの

ネットワーキングなど、NPOの業務に劇的な効果を

もたらす方法を、二人の達人が豊富な事例をもとに

お伝えします。



×ユニバーサルマップ・アプリ「Bmaps」
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×非営利組織評価センター（JCNE）
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2016年4月１日、全国の非営利組織の評価を行うことで信頼できる組織の情報
を広く社会に発信し、支援環境の充実に寄与するために非営利組織評価セン
ター（JCNE）を設立しました。
チャリティの歴史が長い諸外国では、第三者である評価機関が寄付等を受け
て活動する団体の運営状況を評価認証し、結果を公開しています。日本でも同
様の非営利組織の評価が必要な時期になりました。
この非営利組織評価センターは民間セクターの手で作りたいという願いから、
多くの団体に設立のご支援をいただきました。株式会社をはじめ助成財団、
NPO、一般法人といった多様な設立発起人からのご出捐。そして賛同パート
ナーである助成財団からの応援を得ています。さらに５年後の自立を目指し事
業運営には日本財団の助成をいただいています。

組織マネジメントに関する23の基準に
基づく第三者書面評価



×非営利組織評価センター（JCNE）
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非営利組織のための「第三者組織評価」
申し込み受付中！

2017年度は、試行期間として無料で評価を実施
対象：特定非営利活動法人（認定・特例認定含む）、

一般社団法人、一般財団法人
受付団体数：2017年度全200団体

【評価までの流れ】
①Webサイトから申し込み
https://jcne.or.jp/

②「自己評価の手引書」をダウンロードし、自己評価を実施
③各種書類を揃えて、評価依頼



×寄付月間：毎年12月



寄付月間～Giving December～について

寄付の受け手側が寄付者に感謝し、また寄付者への報告内容を改善するきっかけとなり、

そして多くの人が寄付の大切さと役割について考えることや、寄付に関心をよせ、行動をするきっかけともなる月間を
制定する。

委員長 小宮山宏 三菱総研理事長/元東京大学総長

共同事務局長 鵜尾雅隆 日本ファンドレイジング協会代表理事

民間非営利組織、企業、行政、国際機関などで寄付に関連する取り組みをしている全国代表的な機関の代表者が集ま
り、35名の推進委員会を構成 各法人の有志による共同事務局を設置して、寄付月間の統一ロゴ作成や各方面との連携

による全国的周知による啓発活動、イベント開催や賛同パートナー（無料）の拡大などを行います

寄付月間とは

推進委員会

その他

・社会課題の解決のための寄付の促進が本委員会の設立の背景にあるが、寄付の定義は、寄付
者個々人によって違いがあり、多様性を許容する観点から、寄付の定義について委員会として
は明確な排他性をもたない。

・本委員会、寄付月間参加は、各主体の自発性に基づくものであり、何ら強制的な要素を含ま
ない。また、特定団体や特定課題への寄付を要請するもではなく、委員会としての政策提言を
目指すものではない。



2000年の開講以来、個々人の潜在的な「編集力」を引き出し、情報を集め、関係づけ、表現する
までの「情報編集」に必要となる多様なメソッドを学ぶカリキュラムをインターネット上で提供
し続けています。また、企業の人材育成や学校教育、地域づくりなどでも展開しています。

守・破・離を中心としたコース。
コーチを養成するISIS花伝所を通じて、様々な
職業の人が「編集コーチ」として活躍している。

指導者の多様な職業 プランナー
コーチ・教師
事務・公務員
マーケティング・営業
編集・翻訳
ＩＴ・技術
ライター
デザイナー
学生・主婦
銀行・会計士
ディレクター
管理・経営
芸能ほか
研究・コンサルタント
司書・学芸員・書店員
医師・医療
建築

コーチング研修で校長も自ら指南。

卒業イベントでは各地の受講生が一堂に会す
る。

Fact Sheet（2017年４月時点）
受講者数： 約 3万名以上
指導者数： 約 600名以上

校長松岡正剛 編集工学研究所所長

生命の歴史からICTまで、あらゆる情報文化技術を

編集工学にまとめ誰もが学べる「方法の学校」とした。
東京大学客員教授ほか、ディレクターを務める
プロジェクト多数。平城遷都1300 年記念事業、
経産省「クリエイティブ・ジャパン」 ほか

『知の編集術』
（講談社現代新書）

『知の編集工学』
（朝日文庫）

イシス編集学校のご紹介

http://es.isis.ne.jp



イシス編集学校のご紹介
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このセミナーのねらい

NPOの情報発信の考え方をお伝えします。

特にインターネットを活用した情報発信について、最近のネット動向
や、ここ1，2年のNPOの情報発信事例から見えてきたノウハウをお
伝えします。

このセミナーのプレゼン資料を参考テキストとして、団体の情報発
信の改善と実践にぜひ取り組んでください。

【その他参考資料】

「あらためて情報発信を考える～インターネットを活用したNPOの情
報発信～ 参考資料編」

http://blog.canpan.info/c-koza/archive/514



×

よい団体とは、

よい活動とよい情報発信を

している団体である。
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×

①NPOセクターの立場で
→より多くのNPOが情報発信することで、

NPOセクター全体の信頼度をアップする

②市民の立場で
→専門的な情報を必要としている人に情報を届ける
→自ら情報発信できない人に代わって発信する

③団体の立場で
→団体や活動を持続的にするための資源を獲得する

情報開示・情報発信の意義
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なぜ、ＮＰＯは情報発信するのか？

そもそも、NPOやその活動は外から見てわからない存在である。

ＮＰＯの活動は、現場にいないとわからない。

自ら、可視化していかなければいけない宿命

自ら、価値化しなければ伝わらない運命
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ＮＰＯの情報発信

活動や
思い

価値化

情報共有 理念共有

情報発信 共感

可視化

＜組織外＞

＜組織内＞

※団体、個人として
表現し、可視化

※マルチステークホル
ダー（全方位）で考える
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ＮＰＯ活動の共感ポイント

◎子ども
-がんばっている
-幼き頃の自分と
シンクロ
-自分の子どもと
シンクロ

◎自転車
-社会の流行り
-すごい自転車
-自転車によるインパクト

◎父親
-親しい
-がんばっている
▼同年代
▼若者
-同じ立場として
-昔の自分と
シンクロ
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みなさんは、どんな風に

インターネットやスマホを

使っていますか？
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生活者としてのインターネット

情報収集する アクションする

情報発信する 楽しむ

コミュニケーション
する



×

24

ミニワーク：各団体の情報発信状況

グループになって、みなさんの団体の情報発信状況を共有します。

①一人1分程度で、自己紹介

・お名前 ・団体名 ・主な活動内容

②自己紹介が終わったら、団体の情報発信状況の共有

・どんなツール（ネットでも、紙でも）？

・どんな内容？

★個人参加の人は、個人としての発信は？
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NPOの情報発信の

大前提を確認する
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NPOの情報発信の階層
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組織のための情報発信⇐ ⇒受益者のための情報発信
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NPOの情報発信の構造

【広報】
紙媒体：パンフ、会報誌

Web：ホームページ、ブログ
その他：マスコミ対応、イベント開催

個
人
の
情
報
発
信

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

わたしたちが
伝えたいこと

相手が
知りたいこと

～2010年

2011年～
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コンテンツマーケティングな考え方

• 伝えたいことではなく、相手が知りたいこと。

• NPOの当たり前は、普通の人にはとっても貴重な情報。

• タイムリーな話題提供が注目を集める。

• 初歩的なことと、専門的なことの二極化。

• 伝えたいことは、4割減と小学4年生を意識する。

• 知りたいと思っていることは詳しい情報を。

• 一般の人が興味を持ってくれるノウハウを積極提供。

• 過去の情報、紙の情報も、ネットで活用。
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NPOの情報発信の誤解

• メディアに取材されるためにWebに力を入れる、メディアに取材さ
れた時こそ、Webメディアを充実させる。

• 顔写真だからNGではなく、顔写真が使用できるように事前に確
認する。

• お願いする時は、お願いする。

• いつでも伝える準備を。

• オンラインとオフラインの融合。
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インターネットの世界

雑誌のようなもの ネットでの雑談

検索して探す ネット上の口コミ

団体で発信 個人で発信

ホームページ
ブログ

ＳＮＳ
ソーシャルメディア

パソコンで見る or スマホで見る

家で見る or 外で見る
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スマホ中心

【個人の使い方】

• スマホで調べる

• スマホで読む

• スマホでシェアする

【世の中の仕組み】

• モバイル・ファースト

• アプリの世界観

• コミュニケーション・ツール化
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情報流通として押さえておくポイント

【情報の届け先】

世代×属性×嗜好

【ツールの用途】

情報発信、情報収集、コミュニケーション

【コミュニティの特性】

所属、興味関心、友達

『環境に適応する情報流通』
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SNS時代の広報の「かきくけこ」

か・・・ 会話 （コミュニケーション、発信してくれた人に絡む）

き・・・ 記録 （すべてを記録していく）

く・・・ 工夫 （絵になる状況をつくる、フォロワーの増やし方）

け・・・ 言及 （活動以外のネタにも言及する）

こ・・・ 貢献 （人に役立つ情報をシェア）

【防災ガールの情報発信より】
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Web周りで抑えておくワード

◎デジタル・マーケティング

WebやSNSを活用して、寄付やボランティアを集める

・Webに詳しい担当者がいること

・しっかりした活動や企画があること

◎#（ハッシュタグ）

・趣味や関心でつながる情報の拡散

◎クラウドファンディング

資金調達と後方を兼ね備えたツール
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最近の情報事情
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-2 スマートフォン個人保有率の推移
（出典）総務省通信利用動向調
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-7 モバイルからのインターネット利用時間（2012年と2016年との比較。平日1日あた
り）（単位：分）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-10 スマートフォンのネット利用時間（2016年項目別）（平日1日あたり、利用者ベー
ス、全体・年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-11 代表的SNSの利用率の推移（全体）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-12 代表的SNSの利用率の推移（年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-12 代表的SNSの利用率の推移（年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-13 主なSNSの利用率（2016年全体・性年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-2-3 パソコンのネット利用時間とモバイルのネット利用時間の推移（場所別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-3-1 パソコンのネット利用時間とモバイルのネット利用時間の推移（場所別）（10代）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-3-1 パソコンのネット利用時間とモバイルのネット利用時間の推移（場所別）（20代）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-3-3 ヒアリングから得られたミレニアル世代（20代）の端末利用傾向
（出典）総務省「スマートフォン経済の現在と将来に関する調査研究」（平成29年）

利用する端末に関し、上述の各種指標から読み取れる傾向を若年層向けグループインタ
ビュー結果から確認すると、スマートフォンの利用が主である傾向があった。学生で学校の課
題作成等が必要な者は自分専用のノートパソコンも持ち歩いていたが、スマートフォンでほと
んどの目的を済ますことができるとの理由から自分用のパソコンは持っていない者もいた。

自宅での利用に着目すると、料理をしながらスマホを見たり、スマホと他の端末とを並行して
利用したりとマルチタスク、マルチウインドウの利用傾向があった。また、画面の大きさなどの
理由で動画視聴や作業ではパソコンやタブレットを利用するとの意見もあった。外出先では主
にスマホを持ち出し、空き時間にスマートフォンを利用している傾向があった。



×

47

平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-3-5 ヒアリングから得られたミレニアル世代（20代）のネット利用傾向
（出典）総務省「スマートフォン経済の現在と将来に関する調査研究」（平成29年）



×
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-2-3-12 項目別のスマートフォンからの情報収集による消費金額の算出結果（日本、月間）
（出典）総務省「スマートフォン経済の現在と将来に関する調査研究」（平成29年）
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-2-3-13 年代別のスマートフォンからの情報収集による消費金額の算出結果（日本、月間）
（出典）総務省「スマートフォン経済の現在と将来に関する調査研究」（平成29年）
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大学生のSNSの使用状況事例

「第9回大学対校！ ゴミ拾い甲子園」（主催：豪田ヨシオ部）の参加
者のアンケート調査より

• メインで使用するSNS

Twitter55％ Instagram21％ Facebook4%

SNSを利用していない20％

• 75％の学生はFacebookを使っていない。

• アンケート対象者は男子学生が比較的多いためか、半数以上の
学生がInstagramを利用していない。

教えて、豪田ヨシオ部！ NPOの悩みを解決！ 大学生の情報収集の極意

http://godabu.jp/report/4042
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ここ2，3年の感覚知

• ソーシャルメディア・SNSによって、情報発信の主体が個人へ

• 情報の発信者と受信者の境目がなくなった

• 年代、ライフスタイルによってツールや情報源が分散化している

• インターネットは情報発信ツールから総合的ツールへ

• 無料、もしくは安価に情報発信ができるようになった一方で、発
信の質、量、スピードのバランスが求められている

• 今までできなかったことが出来る



×

基本のツールと
活用できるIT・Webツール
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×

53

地域のNPOのインターネット情報発信

必須度：★★★
→ネットで情報発信するなら必要最低限押さえておきたい３つのツール
◎ホームページ・・・ネット上のパンフレット
◎ブログ・・・ネット上の会報誌
◎地域のポータルサイト・・・地域の電話帳

必須度：★★
→情報発信・広報に余裕があれば、以下のツールからまずは一つずつ取り組み

たいもの
◎Facebookページ・・・リアルにつながっている人とのコミュニケーションツール
◎Twitter・・・手軽な告知ツール
◎メルマガ・・・会報誌のメール版

必須度：★
→ファンドレイジングや広く会員獲得をしたい時に取り組みたいこと
◎全国規模のポータルサイト・・・全国版のNPOの電話帳
◎YouTube・・・団体のCM動画
◎ブログのさらなる活用・・・専門性をアピール



×各サイトの使い分け

ホームページ・・・ 様々な情報発信のポータルサイト

ネット上のパンフ

ブログ・・・ 団体として活動の記録を残す

「今」の活動を知ってもらう一番ベストなツール

Facebook・・・ 個人のネットワークを広げる

便利なツールとして活用する

団体なら「Facebook広告」

Twitter・・・ 団体としてのお知らせ情報を流す

今、一番使われているSNS

個人では、情報収集のツールとして活用する

54



×各サイトの使い分け

Instagram・・・ 写真中心の情報発信

Instagramユーザーの興味関心に合うかどうか

（10～20代の女性中心）

Youtube・・・ 広報より、ノウハウなどのコンテンツ提供

LINE@・・・ メルマガ感覚の情報発信ツール

55
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メールとLINE

◎メール

・スマホで読むことができるようになった

・メルマガ再活用の流れ

・若い世代はメールを使わなくなった

◎LINE

・メールの代わりにLINE

・LINEをどう活用していくか？

・個別メッセージ、LINE＠、LINEグループ
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実際の画面を少し見てみましょう

ホームページ

ブログ

ポータルサイト

Facebook

Twitter
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おススメのWebサービス

ホームページなら → Jimdo

簡易的なホームページなら→ ぺライチ

ブログなら→ CANPANブログ

ポータルサイトなら→ CANPANサイト

ボランティア・イベント告知なら→ Yahoo!ボランティア（CANPAN経由）

子ども向けイベント告知なら→いこーよ

画像作成なら→Canva



×

NPOの情報発信のコンセプト
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キーコンセプト

共感 信頼 問題提起

説明 コミュニケーション アクション

発信内容

発信の目的

団体
スタッフ
個人

参加者

発信主体



×参考：信頼情報の項目

61

①自分たち（団体）は何者なのか？
・団体名、住所、連絡先
・代表者、役員
・設立趣旨、理念、目標、定款
・主な活動内容
・これまでの活動経歴 ・・・etc

②自分たち（団体）は何をしているのか？
・活動目的
・事業計画、年間計画
・活動内容の詳細
・イベント案内
・活動レポート、活動成果

③何にいくらお金を使っているのか？
・収支予算、収支決算
・誰から、どのように、いくらの収入
・何に、どのように、いくらの支出

団体の「基本的な情報」
⇒ストック情報
年に１回更新

団体の「活動・事業情報」
⇒フロー情報
月に１回～年に４回

団体の「財務情報」
⇒ストック情報
年に２回（予算・決算）

※ＣＡＮＰＡＮの団体情報データベースへのリンクがおススメ
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発信内容の３つのポイント

共感
・団体の活動を知ってもらい、その必要性を理解してもらう
・活動にかかわる人に興味・関心を持ってもらう

信頼
・団体が「あやしくない」ということを証明する
・団体がより効果的に活動できるということをイメージさせる

問題提起
・知られていない地域や社会の状況や課題を伝える
・地域や社会を変えるための提言を行う
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共感に関するキーワード

追体験と感情移入
→追体験：発見と成長の物語
→感情移入：子ども視点と親視点
→登場人物は「受益者」「NPOスタッフ」「支援者（寄付者）」

新しい価値と今まで知らなかった社会課題
→驚きと後悔
→自分も関わりたい、関われる

社会と個人の変化
→個人の変化は過去形・実績で
→社会の変化は未来形・理念で

蓄積型と一発型
→ブログなどの継続的な発信と、イベントなどでの講演の違い
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信頼に関するキーワード（基礎編）

「検索ではなく詮索」
（IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]川北秀人さん）

組織概要、事業報告、決算の3点セットは必須

過去情報と最新情報が掲載されている（少なくとも３カ月以内に更
新されている

団体のネットワークの可視化
→外部の団体との連携実績や助成金実績が信頼度向上
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信頼に関するキーワード（応用編）

地域／全国／分野の団体情報データベース（ポータルサイト）に登
録し、会年度開始月、決算報告月に更新する

活動情報の蓄積は信頼情報

立ち上げ期の団体は代表やスタッフへの信頼が団体への信頼につ
ながるので個人メディアを活用

組織概要に必要な項目はCANPAN団体情報データベース（※）の
項目を参考に
（※）91機関133の助成プログラムを調査した「2009年助成申請書の団体基礎情

報に関する、地域規模・全国規模助成の比較調査報告書」（IIHOE）に基づく
団体情報項目になっている
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問題提起に関するキーワード（基礎編）

マスメディアが伝えない地域の状況や社会の課題を伝える
→これからは活動団体以外にメディアとしての役割が求められる

• 課題を伝え、解決策を提言する

• 声なき受益者の代弁者

• 見えないものを可視化する

• 事業を通じて見えてきたものについて発信する

• 知ってしまったものの責任→活動するのと同時に情報発信
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問題提起に関するキーワード（応用編）

知見を活用する、専門性を売る
→NPOが持っている専門性が求められ、専門性が武器になる

• 社会を変える情報発信、社会を動かす情報発信

• したい情報発信から、しなければならない情報発信

• 問題が発生したら、その分野の専門家として意見を表明

• 「白書」の形でまとめて発信する



×

NPOの情報発信の役割

⇒社会を変える情報発信

ＮＰＯ 社会
社会的
課題

①活動

②情報開示・発信

社会的関心の高まり
潜在的受益者の発掘
新規活動者の参入

③支援（ヒト・モノ・カネ）

④関心

問題提起＝代弁者

68
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情報発信の目的

今までは情報発信すること自体が目的だった
これからは目的を意識した情報発信が重要

説明
→団体や活動を知ってもらう、理解してもらうための情報発信（従来
の情報発信）

コミュニケーション
→情報の受け手との関係づくり、関係を深めるための情報発信

アクション
→情報の受け手に対して、寄付やボランティア、イベント参加など
のアクションを誘発させるための情報発信



×
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発信主体のキーワード

公式な発信は団体として行う

団体が発信したものをNPO関係者が個人として拡散する

代表者もしくはNPO関係者が団体としての活動報告の代わりに個
人の業務に関する報告（情報発信）を行う

代表者もしくはNPO関係者が、団体もしくは個人の専門性に関する
情報を発信する

支援者・寄付者・参加者に情報を拡散してもらう、あるいは個人の
立場で団体の紹介をしてもらう



×

旗を掲げる！

• 人が多く集まっているところに、旗を立てる

• わかりやすい旗を立てる

◇何をしてもらいたいかがわかる！

◇相手にとってわかりやすい内容！

• みんなで、旗を立てる

71

NPOの情報発信のイメージ
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なぜNPOは情報発信するのか

オープンであること
オープンなところに人や資源が集まる

オープンなところにネットワーキングが生まれる

『ネットワーキングは、自分からオープンにならないとつながってい
きません。自分のことを隠している人のところには、誰も寄ってきま
せん。』

（「市民のネットワーキング」加藤哲夫著11ページより）

市民参加を実現する
みんながみんなを支える社会を目指す

誰もが市民活動に参加できる機会を提供する



×

NPOの情報発信と
インターネット

73



×

74

なぜ、インターネットなのか？

きっかけ→インターネット インターネット→アクション

人はインターネットで情報を探す

インターネットが情報の起点になっている

インターネットを超えて口コミが生じている

情報を届けたい人の周囲の人にインターネットで情報を届ける
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ＮＰＯとインターネット５年周期説

1996 非営利組織もホームページを持ち始める

2001 ホームページ活用→新しいメディア

2006 ブログ活用→進捗報告へ→時間軸の変化

2011 SNS活用→コミュニケーション→人との関係の変化

2016 スマホ対応



×
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201８年の情報発信

今は「半々時代」

半分は紙、半分はインターネット！
情報発信において、紙もインターネットもそれぞれ大事

紙中心の人にとって紙の情報がなければ、インターネット
中心の人にとってネットの情報がなければ、存在していな
いのと同じ

情報を届けたい人に応じて、ツールを
使いわけざるをえない時代
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紙・リアルからオンラインへ

◎パンフやチラシにQRコード
スマホのカメラ→QRコード→サイトへ

◎QRコードで、イベント参加者へアンケート

（参考記事）
Webマーケティングメディア ferret

QRコードとは？手軽に作れる作成ツールを紹介
https://ferret-plus.com/6051
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2001～2016年のICTクロニクル

2001 インターネット普及率46.3%

日本でもブログ
41年生まれ→60歳 51年生まれ→50歳 61年生まれ→40歳
71年生まれ→30歳 81年生まれ→20歳 91年生まれ→10歳

2004 インターネット普及率66.0%

mixi、Amebaブログ、GREE

2006 インターネット普及率72.6% パソコン保有率80.8%

モバゲー、ニコニコ動画
41年生まれ→65歳 51年生まれ→55歳 61年生まれ→45歳
71年生まれ→35歳 81年生まれ→25歳 91年生まれ→15歳

2008 インターネット普及率75.3% パソコン保有率85.9%

iPhone発売開始、Facebook・Twitter日本語対応
2009 Android機種発売
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2001～2016年のICTクロニクル

2011 ネット普及率79.1% 保有率：PC77.4% スマホ29.3%

FBユーザー1000万人 Twitterユーザー1400万人
東日本大震災、LINE、Google＋、Instagram日本語対応、
クラウドファンディング

41年生まれ→70歳 51年生まれ→60歳 61年生まれ→50歳
71年生まれ→40歳 81年生まれ→30歳 91年生まれ→20歳
96年生まれ→15歳 01年生まれ→10歳

2013 ネット普及率82.8% 保有率：PC81.7% スマホ62.6%

FBユーザー2200万人 Twitterユーザー2000万人
LINEユーザー4700万人

2015 ネット普及率83.0% 保有率：PC76.8% スマホ72.0%

FBユーザー2500万人 Twitterユーザー3500万人
LINEユーザー5800万人
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2001～2016年のICTクロニクル

2016 ネット普及率83.5% 保有率：PC77.4% スマホ29.3%

FBユーザー2600万人 Twitterユーザー4000万人
LINEユーザー6800万人 Instagramユーザー1000万人

41年生まれ→75歳 51年生まれ→65歳 61年生まれ→55歳
71年生まれ→45歳 81年生まれ→35歳 91年生まれ→25歳
96年生まれ→20歳 01年生まれ→15歳
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インターネット活用のメリット

①タイムリーに情報を伝えたい！

②情報を蓄積できる！

③情報を待っている人がネットの先にいる！



×

焼肉屋に
行きたい！
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×

地域の情報を
知りたい！
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×

キーワードで
検索
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インターネットで情報を知りたい人

第1ステップ：そのものを知りたい

第2ステップ：地域の情報を知りたい

【ケース】「発達障害」が気になる親御さん

第1ステップ：発達障害のことを知りたい

第2ステップ：○○市にある発達障害支援団体の情報を知りたい

◎インターネットでの情報が増えれば増えるほど、

細分化された情報（つまり地域の情報）が求められている



×

今ネットで求められているのは

分野×地域で一番詳しい団体

地域で一番の専門性を売りにする

★さらに、その分野の基本的な情報
（初めての人にもわかりやすい）

86
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NPO団体としての情報発信

情報提供 活動紹介 資源獲得
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インターネットでの情報発信

①楽しさや魅力を伝える

②専門性を発信する

③文字より画像を活用する

④インターネットがきっかけになる

⇒情報の価値は発信者ではなく、受け手が決める
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インターネットでの情報の探し方

①自ら情報を探す人
◇検索ページ（キーワード検索）

◇ポータルサイト（おまとめサイト、リンク集）
自治体や地域のおまとめサイト

②いろんな情報が流れてくる中から興味を持つ
◇ＳＮＳ（ネット上の口コミ、知り合いの口コミ）

◇＃（ハッシュタグ）
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大学生の情報収集（10名からヒアリング）

お題１： 社会の状況を知るための情報収集法
記載方法：何を→どんなツール・メディアで
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
日々のニュース→LINEのニュースアカウント
国内ニュース→LINE NEWS

国内ニュース→ニュースアプリ（News Picks、スマートニュース）
国内ニュース→Yahooニュース（スマホ）
ニュース→テレビ
ニュース→電車のテレビ広告
国内ニュース（経済・企業系）→日経新聞（紙）
国内ニュース・社会（分野ごと）の動き→新聞
国内・国際ニュース→新聞
ニュース→時事検定本
国内・海外のニュースの見解→Facebook

国内のニュースを海外のニュース記事で読む→Japan Times

海外ニュース→Twitterからアルジャジーラ、エコノミスト、CNNサイト
海外ニュース→The NewYork Times、ウォールストリートジャーナル
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大学生の情報収集（10名からヒアリング）

お題１： 社会の状況を知るための情報収集法
記載方法：何を→どんなツール・メディアで
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
気になるワード→NEVRまとめ
気になること→新書、インターネット
関心のあること→Facebookページ
関心のある情報→Twitter、Facebook

即時性の高い情報（地震など）→Twitter

政治家や社会活動家の意見→Twitter（情報収集アカウント）、Facebook

自分の好きな領域の深掘り→企業のオウンドメディア
学校の勉強→図書館
社会課題→Soar

社会の動き→Twitterの投稿、TwitterのRT

流行→アプリのニュース
世の中のトレンド→テレビのCM

豆知識・娯楽→テレビ
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大学生の情報収集（10名からヒアリング）

お題２： 友達や知り合いの近況を知るための方法
記載方法：何を→どんなツール・メディアで
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
友達の近況→LINE

〃 →Facebook

〃 →Twitter

〃 →インスタ
〃 →メッセンジャー
〃 →親伝い
〃 →友達伝い

国内の友人→Twitter、Line、facebook、インスタ
海外の友人→facebook、インスタ
学問や社会的活動でお世話になった人脈→Facebook

テスト情報・友達との予定調整→LINE
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団体としての情報発信

①定期的に継続的に発信する

②なるべく手間をかけずに発信する

③分業体制を作る
・文章を書く人
・写真を撮る人
・サイトにＵＰする人

④紙の会報誌等の原稿をネットにも流用する



×誰に情報を届けるか？
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団体のことを
知っている人

団体は知らないけど、
活動の情報を
探している人

地域住民 一般市民

会 員・受益者

• LINEグループ
• Facebookグループ
• メルマガ
• メーリングリスト

• Webサイト
• ブログ
• Twitter

• Webサイト
• ブログ
• メルマガ
• Facebook

• Webサイト
• ブログ
• 紙媒体
• 他者メディア

• Webサイト
• ブログ
• 紙媒体
• 他者メディア



×情報の届け先の規模感をイメージしてみる

＜市町村＞

◇総人口 年齢別の人口（10歳単位） 総世帯数

◇町内会・自治会の数

◇保育園 幼稚園 小学校 中学校 高校 専門学校 大学の数

◇鉄道（路線及び駅数）の数

◇市民が一般的に利用できる公共施設の数

＜都道府県＞

◇総人口 総世帯数

◇県外通勤・通学者数

◇大学数

95



×

発信の仕方、発見のされ方

96



×

97

ネットでの発見のされ方

①検索ページ

②ポータルサイト

→おまとめサイト、データベース、リンク集など

③ＳＮＳ

→ネット上の口コミ、＃（ハッシュタグ）

④その他

→ネット広告

★ネットから団体に辿りついた人は、その団体が信頼でき
るかをネット上で詮索する

データベースの
ニーズが高い！



×
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ネット上で信頼してもらうために

情報開示の意義

◎情報を開示し、提供する

◎情報開示をしているという姿を見せる

信頼の３つのポイント

①団体概要→ 組織運営への信用

②活動→ 活動内容への信頼

③役員・スタッフ→ 人への共感

★団体、活動、人のセットで信頼してもらう
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インターネットで大事なこと

人はどこから来る？どこに来る？どうなる？

ツール 変化入り口

検索サイト

ニュースサイト、ポータルサイ
ト、他の人のブログで紹介
自団体メディア（HP、ブログ、
Twitter、Facebookページ、メ
ルマガ、パンフ・会報誌）
Facebookでのシェアや検索
TwitterでのRTや検索
ネット広告

ホームページ
ブログ
Facebookページ
Twitter

YouTube

理解促進
関係構築
イベント参加
寄付
ボランティア
サービス利用
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ブログとFacebookページ

人はどこから来るのか？

ブログ

検索ページ

Facebook内

Facebook
ページ

団体の
他のツール

【目的】

・コミュニケーション

・周知啓発や情報提供

・信頼性の向上

・アクション（参加、寄
付、支援、採用）の
お願い

・サービス紹介
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ネット広告と使える検索ツール

ネット広告
・Google Ad Grants

Googleクロームのシークレットモード

→使っているPCの検索履歴に左右されずに、実際の検索結果が検
証できる

Yahoo!のリアルタイム検索

→個人のFacebookとTwitterの投稿内容をキーワード検索できる

◎団体名で検索して、どんな風につぶやかれているのかを知る

◎イベント名や会場名で検索して、参加者のリアルな感想を知る

◎気になるキーワードで検索して、世間のトレンドを知る
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NPOのWeb系発信ツール

ストック情報

フロー情報

個人 団体

HP

団体
ブログ

facebook
ページ

twitter
公式ｱｶｳﾝﾄ

代表者
ブログ

TWスタッフ
アカウント

TW代表者
アカウント

facebook
個人

検索＆
知名度

ソーシャルネットワーク

◇ストック情報をフローへ
◇公式サイトから
ソーシャルメディアへ

◇団体の情報を個人の
ネットワークへ

スタッフ
ブログ
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情報発信力を高める実践①

広報体制の構築

①組織化
現場に近い人が原稿を作成し、広報担当が編集・アップ

②計画化
アップする情報の年間スケジュールと月間スケジュールを作る

③事業化
各プロジェクトの事業計画の中に情報発信の項目を設けて、
情報発信そのものを事業の一部にする
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情報発信力を高める実践②

２つの情報収集

• サイトを訪問してくれた人にとって有益な情報（その分野の参考
情報や他団体のイベント情報）を収集し、ブログやFacebookペー
ジで発信する
→情報を集めて取捨選択して発信するサイトに人が集まる

• 企業や非営利セクターを問わず、最近の情報発信事情に関する
情報を積極的に収集し、団体の情報発信の参考にする
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情報発信力を高める秘訣③

２×３＝６つの団体を見つけ、情報発信のテクニックを学ぶ
• 同じ地域で情報発信の上手な団体を２つ

• 同じ分野で情報発信の上手な団体を２つ

• 寄付集めやサービス提供など、情報発信の目的が同じ、情報発
信の上手な団体を２つ

★情報発信については、地域特性、分野特性、目的特性の３つの
視点で見ることが大事



×
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情報発信力を高める秘訣④

ターゲット層を意識する

• 誰に、どんな情報を届けて、どんなアクションをしてほしいのかを
考える

• すべての人に理解される情報発信ではなく、情報を届けたい人
を特定して、その人をイメージした情報発信を行う

• ターゲット層がよく見るサイト、使用するツール、情報収集する時
間帯を調査し、情報発信を行う
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情報発信力を高める秘訣⑤

仮説と実験と分析と改善を繰り返す

• 発信内容とタイミングについて、アクセス解析ツール（Googleアナ
リティクスや、Facebookページの管理ツールなど）から考える

• ホームページやブログの構成やサイトデザインは、Web制作会社
やプロボノの力を借りる

• 運用しながら、毎月改善を行う

• 改善の効果について、アクセス数で判断するものと、寄付や申込
数などの実績ベースで判断するものをそれぞれ設定する
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ソーシャルメディアの活用

ソーシャルメディアとは

ユーザー登録をして、そのサービスのサイト上で自分が作ったコン
テンツを発信することが出来る

→過去の情報発信が閲覧できるので、信頼度の判断材料に

SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）とは

ユーザー登録をして、そのサービス上で友達になったり、コミュニ
ケーションが出来る

→ネット上での友達関係が、信頼度の判断材料に

※最近は、ソーシャルメディアもSNSも一緒になっている
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NPOとしてソーシャルメディアへの対応

個人の顔の見える情報発信

団体と個人を組み合わせた情報発信

団体スタッフや支援者に情報を拡散してもらう

ネット上での情報拡散を意識した情報発信

積極的な情報収集（団体のことやトレンドについて）

ネット上でのコミュニケーションの方針を決める

個人がコミュニケーションする場を借りているという意識

各ツールの特性を常に研究する

ソーシャルメディアを意識したホームページの構成



×

二十歳の情報事情からのヒント

～今の二十歳は、10代半ばでSNSとスマホがあった世代。
その視点で、どんな行動の変化が起きているのかという
ことを意識する。～

110
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二十歳の情報事情の基本

◎使用する機器は、スマホが当たり前
• 2017年時の大学3年生は、高校1年でスマホデビュー
• パソコンは大学の課題や就活の時などに使用する

◎インターネットではなく、『アプリ』という考え方
• 主にLINEとTwitter

• 連絡ツールは、LINE

• TwitterやInstagramを連絡ツールとして活用することも

◎二十歳のリアルな状況や環境
• メールの使用頻度は、あまり多くない
• Facebook、メールは、就活の時期に使用するようになる
• 行動のきっかけは、友達からの直接的な案内や誘いから
• 月末は、月の高速データ通信量の上限を超え、通信速度が遅くなる
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二十歳の情報収集の状況

◎スマホで情報収集
• Web検索、TwitterやInstagramのアカウントフォローとハッシュタグ
検索、LINEニュース

• SNSを使う時間帯は、「学校から帰宅途中である夕方」「夜寝る
前」

• Twitterは、複数のアカウントを作って、フォローも興味関心別で
使いわけることもある

◎興味の範囲で使うSNSが変わってくる
Facebook→社会問題、企業情報、事象に関する主義主張
Twitter→雑多、面白い情報、友達の近況
Instagram→写真で雰囲気がわかるもの
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二十歳の情報発信の状況

◎Facebook→ リアルなことを発信
◎Twitter→ 何でも発信できる

・日記感覚
・面白画像からネガティブなことも
・画像が中心に

◎Instagram→ お店や旅行に行った時などの記録

【Facebook】
• 社会貢献に興味関心がある人は、Facebook で情報発信
• 学生にとっては「国際協力などに興味がある意識の高い若者が
使っているSNS」というイメージ

• 個人のFacebook投稿で目立つのは、特別なイベントに参加した
際のレポートなど“ちょっぴり意識高め”な近況報告や、社会に対
する自分の意見・想いなど
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二十歳の情報発信の状況

【Twitter】
• 複数のアカウントを作って、用途別に使い分けることもある
• 「満員電車辛い」など、自分の何気ない想いを言葉にするほか、
過去の出来事を見返すための日記代わりとして利用している人
もいる

• めったにツイートせず、タイムラインを眺めていることが多い人も
いる

• TwitterやInstagramは、アカウントにカギをかけて、共有する人を
限定することもある

【二十歳のSNSの感覚】
オンライン上で自分が相対化されやすいため、SNSでの発信に注意

する。社会貢献活動について、あえて発信を控えることもあれば、
積極的に発信することもある。SNSでつながっている友達を意識し
て、投稿する。
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二十歳のコミュニケーション方法

◎LINEの活用
• リアルに出会ったら、そのあとはLINEでコミュニケーション
• 知り合いにイベントの案内を送るときは、LINEで連絡する
• グループLINEは見ないこともある、長文のメッセージはスルーし
がち

• LINEのメッセージは、既読スルーもあり、さらにそもそも読んでい
ないこともある

◎Facebookの友達申請より、LINE交換の方がハードルが低い
• リアルに出会った人はその場でLINE交換
• Facebookはプロフィールや投稿など個人情報が多いので、プライ

ベートな場というイメージが強いので、親しい人しか友達になりた
くない
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二十歳のコミュニケーション方法

• イベントや活動の参加については、ネットの情報より、友達から
誘ってもらって参加するケースが多い

• リアルなつながりとオンラインのつながりの補完関係

• 普段よく使っているアプリ（TwitterやInstagram）で友達とつながっ
ている場合は、そのアプリのメッセージ機能が有力なコミュニ
ケーションツールとなる
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若者に情報を届けるために

◎「若者」という人はいない、「○○に興味関心がある」人がいる
• 興味関心がある人にしっかり情報を届ける
• その人がどのように情報収集をしているのかを理解する

◎スマホが前提
• モバイルファースト
• SNSは、Webではなく、アプリで見る

◎LINEの活用
• 大学生等の若者の会員やイベント参加者1人1人と連絡を取りた
い場合、個人LINEをすることで若者からの返信率アップが期待
できるかも

• LINEグループの活用を研究
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若者に情報を届けるために

◎若者の生活スタイルを意識する
• 社会人と比べ通学時間が遅く帰宅時間が早い、夜遅くまでバイト
をしているなど、学生ならではのタイムスケジュールで動いている

• 一般的な通勤ラッシュの時間よりも30分～1時間遅らせて投稿す
る、バイトが終わる12時頃にあえて更新するなど、細かい微調整
がSNS広報で成功する大きなカギとなる

◎各ツールの特性を理解する
• Facebookは、社会貢献に興味関心の高い若者にターゲットを
絞った情報発信として使える

• だからこそ、Facebook広告も効果的
• Instagramを見ている人は、Instagramならではのコンテンツを求め
ている。
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若者に情報を届けるために

◎若者から若者へ情報を届けてもらう
• イベントや活動の参加については、ネットの情報より、友達から
誘ってもらって参加するケースが多い

◎Twitterをあらためて活用する
• 写真、リンク、ハッシュタグの活用を研究する
• 興味関心を持ってくれる人をフォローする
• 雑多な情報でもどんどんアップする

いかに彼ら・彼女らの生活圏内に顔を出せるか？

その他の参考情報はこちらのブログ記事で。
【成人の日記念】NPOのための若者のSNS・情報事情（2018年）
http://blog.canpan.info/cpforum/archive/1130



×

ブログとFacebook

120
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ブログとFacebook

NPOの情報発信の基本はホームページとブログ

ブログに活動の記録と発信情報を蓄積していくFacebookやTwitter
は、情報拡散と接触回数の増加を目指す

★Facebookを積極的に活用したほうがよい団体

• 全国的な知名度がある

• 団体関係者のFacebookの友達の平均が100人以上

• 情報発信のターゲット層やイベント参加者が20～30代中心

• 頻繁にイベントを開催する
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ブログとFacebook

個人ならFacebook

団体ならブログを更新し、Facebookページで拡散

普通の代表者ならFacebook

世間に訴えていきたい代表者ならブログを更新し、個人のFacebook
で拡散

★ブログを更新し、Facebookで拡散について

ブログに記事を蓄積し、その記事をFacebookで流し、拡散させる
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ブログとFacebookページの読者層

【ブログ】

団体を知っている人から初めて団体のことを知った人まで

• すでに団体のことを知っている人

• マスコミ等で団体名を知って、団体名を検索して来てくれた人

• キーワード検索をきっかけに来てくれた人

【Facebookページ】

30～40代中心で、団体のことを知っている、ある意味内輪の人

• すでに団体のことを知っている人

• 団体関係者のFacebookの友達

• イベントの参加者
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎活動や事業
活動紹介、予告、進捗報告、活動レポート、現場リポート、完了報告

◎人物紹介（自己紹介を含む）
代表、理事、スタッフ、ボランティア、支援者、寄付者、参加者、受益
者

◎季節の挨拶
設立記念日のご挨拶、年末、年始、会計年度の年度始め、年度末
の各挨拶

◎イベント
開催案内、講師紹介、イベント詳細、準備状況、リアルタイム中継、
当日の簡単な開催レポートや開催のお礼、開催報告、参加者の感
想
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎拠点
運営施設や事務所の様子、地域の紹介

◎スケジュール
月間スケジュール、週間スケジュール、本日の予定、空き状況

◎運営
理事会の報告、総会の報告、事業計画、事業報告、採用情報、役
員変更の挨拶、新規スタッフの挨拶、卒業スタッフの挨拶

◎ボランティア
募集情報、ボランティアのお願い、作業の様子、参加のお礼、卒業
ボランティアへのお礼、ボランティアの感想
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎寄付
寄付のお願い、プロジェクトの紹介、プロジェクトの進捗、追加情
報、寄付の集まり具合、寄付の結果、寄付のお礼、プロジェクトの報
告

◎メディア
コラム、エッセイ、メディア取材、取材記事の紹介、ノウハウ提供、専
門性のある解説記事

◎政策提言
政策提言、行政に関する提言、事件が起きた時の意見表明、事件
に関する分野の解説情報

◎団体には直接関係ないが、読者に有益な情報
対象分野の行政情報、パートナー団体の紹介やイベント情報、分野
団体の紹介やイベント情報、海外情報、国内情報、地域情報
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NPOの情報発信で
おすすめのブログ
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ＮＰＯの情報発信で重要なこと：ブログ

①広告がつかない

→みなさんの主義主張と違う広告が出てしまう恐れ

例：拒食症の問題を取り組んでいる団体

ダイエット食品の広告が出てしまうこともある。

②スマホ対応になっている

→スマホからアクセスが当たりまえ

③無料でつかえる

→言わずもがな
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あらためてCANPANブログの紹介

日本財団が運営しているから、無料で、広告がつかない

ネットがつながるパソコンがあればＯＫ

スマホや携帯電話からも投稿可能

※「CANPAN」で検索
ヘルプ→「ブログの始め方について知りたい」



×

130

おススメのCANPANブログの紹介

ヤックス自然学校 キャンプ日記
http://blog.canpan.info/yacs_camp/

屋久島町立中央中学校
http://blog.canpan.info/chuo-jhs/

老いも若きも楽しく暮らせるコミュニティへ・・・
日野市三井台南窓会（老人クラブ）のブログ
http://blog.canpan.info/nsk/

★実際のＣＡＮＰＡＮブログをお見せします



×

131

おススメのブログサービス

広告がつかない、あるいは目立たないブログサービス

【無料で広告がつかないサービス】

CANPANのブログサービス

http://fields.canpan.info/

はてなブログ NPO支援プログラム（公益法人・NPO法人対象）

http://hatenablog.com/guide/npo

Blogger（Googleが提供するブログサービス）

Tumblr.（タンブラー）

http://fields.canpan.info/
http://hatenablog.com/guide/npo


×
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ブログで重要なこと

ブログは漢方薬

ブログは漢方薬

ブログは漢方薬
半年間継続して発信することで
ようやく効果が出てくる！！
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ブログで重要なこと

やっているのを知ってもらう

・ホームページ、会報誌、名刺やパンフにURLを掲載する

・ソーシャルメディアで拡散（一言つけて投稿）

・検索ページで見つけてもらう

継続して、定期的に更新する

・記事が貯まると、キーワード検索されやすい

・定期的に訪問してくれるファンができる

・毎週更新を目指す
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ネット上に活動のアーカイブをつくる

いろいろな人が検索して来る

助成財団が審査で見る

寄付者は寄付する前にも後にも見る

団体は記録集として活用する（報告書に転用）

完了報告から進捗報告へ

マスコミの取材、ブログから出版
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アーカイブとしてブログが一番便利

カテゴリや日付で分類できる

⇒訪問者は閲覧しやすい

※例えば、「昨年８月の記事が見たい」というように日付で見つける
ことができる

ネットがつながるパソコンならどこでも更新ができる

メールができる程度のPCスキルで更新ができる

⇒構成やデザインを考えずに情報がストックできる
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ブログ記事の基本

＜記事の形式＞

写真＋文章（100～300文字）

写真＋文章のセットを４～５個

＜写真＞

以下のものを必ず入れる

・全体がわかる写真

・人の顔が写っている写真

本日の高野山は天気に恵まれ
ました！１日目、開始式ののち
、リーグ戦が現在行われてい
ます。

開始式には、地元高野町のゆ
るキャラ「こうやくん」が出席し
てくれました
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ブログのテクニック

ブログ名とブログ紹介文

→検索される時の重要ポイント

記事のタイトル

→検索ページでひっかかりやすい

→ソーシャルメディアで流通した時や他のサイトに紹介された時にク
リックしてもらえるようなタイトルをつける

プロフィール

→活動や記事に興味を持ってもらった後に、団体を詳しく知ってもら
う
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ブログのテクニック

記事内に検索されやすいキーワードを盛り込む

⇒地名、施設名、イベント名、NPO、分野に関するキーワード

広告表示とスマホ対応

⇒実際にPCやスマホで見て、どう見えるかをチェック

ブログはコメントなしも

⇒あらかじめ方針を決めておく

記事作成者の名前を明記する手法もあり
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ブログの運用

1週間に3日、1年間で150記事を目指す

最初は一つの記事に1時間、半年で30分、最終的には15分くらい

記事の文章内容のパターンを作る

ブログを読んでくれる人を具体的に想定して記事を書く



×

NPOにおける
Facebookの活用
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NPO活動とFacebook

個人として、団体として、活用する！

個人として、ネットワークが広がる！

活動を伝えるツールとして活用できる！

団体として、情報を見ている人の属性や反応を確認できる！
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Facebookの発信内容

団体として、Facebookページで発信

・ホームページやブログの新着記事紹介

・イベントの参加者募集や寄付キャンペーンのお知らせ

・イベントの開催報告

・活動現場の様子

・Facebookだけの特別なコンテンツ

団体関係者が個人としてFacebookで発信

・プライベートと活動のことをバランスよく発信

・バランス加減は友達になっている人に考えて
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NPO活動とFacebook

メリットもあるけど、一方で、気を付けないといけないこと

• 多くの人が使っているツールはシステム的にだいたい安全だけ
ど、自分の個人情報は自分で気をつける。

• 見られて困るようなものはネットにあげない。

• 自分の中で、公開する基準を作る。

• 登録されたメールアドレスやプロフィールの項目などでマッチング
されている。

（人によって、ネット登録用の別のメールアドレスを取得していることも）
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Facebookについてよく質問されること

システム面でのセキュリティの不安

・「○○さんがFacebookを始めました」というメールが来る

（ユーザー登録の際、アドレス帳は共有しない）

・ネットで友達になるのは怖い

発信内容でのリスク・不安

・炎上しないの？

・プライベートの情報が流出しないの？
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Facebookとは

ネットにつながるPC、スマホ等があって、メールアドレスがあれば、
誰でも簡単にできる

実名でつながるインターネット

個人のコミュニケーションツール

個人の情報収集の場所

ビジネス・行政・NPO・コミュニティの情報発信の場所

様々なWebサービスのログインアカウントとして利用

Webサイトなどに設置された「Facebook」ボタンで情報を拡散
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市民活動に必要な三人の王様

Networking ◎ネットワークを広げる・強くする

Seeking ◎ニーズと資源・人材・情報を探す

Talking ◎会話するように団体・活動を紹介する
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＜Networking、Seeking、Talking＞

市民活動団体の

Facebook活用にとっても必要なこと

ネットワークを広げて、

情報を収集したり、人や寄付を集めたり、

会話するように情報発信する
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Facebookとは？

まずは「Facebook」で検索
名前、E-mail、性別、生年
月日で登録
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Facebookの公式ナビ

「Facebook ナビ」で検索
詳しい機能紹介と操作方法が掲載されている



×

ワークショップ

（ショートバージョン）
「インターネットの情報発信で

チャレンジしたいこと！」
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×チャレンジしたい・聞きたいこと！

チャレンジしたいこと これだけは聞きたいこと

・情報発信について これだけは、どうしても

聞いておきたい！

・情報発信について

・ブログ活用について

・Facebookについて

講義を聞いて、インターネットの情報発信でチャレンジしたい
こと、聞きたいことをまとめる
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×

ワークショップ①
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ステップ①：情報の届け先を考える

個人ワーク（5分）

団体として情報を届けたいと思っている人、組織、団体などをどんど

ん挙げていく。

【ワークシートに記入】

グループ共有（10分）

ワークシートに記入したものをグループ内で共有する。

他の人の話を聞きながら、自分のシートにどんどん追加で記入。



×

ワークショップ②
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ステップ②：届けたいコンテンツを明確にする

どんな
人に

どんなコ
ンテンツ
を

どんな
方法で
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ステップ②：届けたいコンテンツを明確にする

個人ワーク（15分）

• ステップ①で記載した中から、特に情報を届けたい相手を２つ選

ぶ。できれば、ジャンルが違う届け先が良い。

• その届け先に対して、今どのようなコンテンツを発信しているの

かを記載する。

• さらに、どのようなコンテンツを充実したいのかを考える。

• その際に、どのような情報発信ツールで届けるのかも考える。

グループ共有（２０分）
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ステップ③：明日からの取り組み

個人ワーク（5分）

• 本日のセミナーに参加して、明日から早速取り組みたいと思った

ことを記載する。
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まとめのワーク

情報発信の目的

誰を対象に？

どのツールで？

どんな内容を？



Copyright by CANPAN

×

【参考】
CANPANの

団体情報データベース
～助成金申請の

団体情報として活用～
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Copyright by CANPAN

×

ＣＡＮＰＡＮとは？

入り口
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ＣＡＮＰＡＮ団体情報データベース

団体の組織情報の開示に特化

法人格を問わず利用可能

助成金申請書の団体情報を参考にした入力項目

アクセス数は右肩上がり

Ｗｅｂ検索で見つけてもらいやすい

http://fields.canpan.info/
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ＣＡＮＰＡＮブログ

もちろん無料

広告なし（ブログで広告なしはNPOにとって必須！）

団体ブログとして複数の管理者で運営ができる

スマホ対応（スマホから投稿できる、自動でスマホ対応閲覧画面）

http://fields.canpan.info/
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ＣＡＮＰＡＮトピックス

ボランティア募集やイベント情報の告知

もちろん無料

利用条件は団体登録するだけ

Yahoo!ボランティアに、自動掲載される！

http://fields.canpan.info/
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ＣＡＮＰＡＮ助成制度データベース

全国規模の助成プログラムがほぼ掲載されている

ＮＰＯが応募できる省庁の企画公募も網羅

ほぼリアルタイム更新（週に１回）

申請時期や助成金額で検索可

（NPO向けのものは、たぶん日本で唯一！）

http://fields.canpan.info/
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ＣＡＮＰＡＮ決済サービス

活動実績1年以上で利用可

法人格を問わず利用可

クレジットカード・コンビニ・ペイジーで寄付や会費集め

マンスリーサポーター寄付も可能

月額3,800円（税抜き）＋寄付額の5%（オプション別）

http://kessai.canpan.info/
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ＣＡＮＰＡＮ・ＮＰＯフォーラム

ＮＰＯの組織マネジメントに必要な内容を提供

これから必要なコンテンツをいち早く紹介

ＣＡＮＰＡＮのセミナーはあくまで導入・紹介（入口）

年間で60回前後開催

http://blog.canpan.info/cpforum/



×CANPAN団体情報の項目
CANPAN団体情報は、主要な助成プログラムの申請書で求められる情報と、国の
定める標準開示フォーマットの項目で構成されています。

助成プログラム
の申請書

標準開示フォ
ーマット
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×資金提供者が知りたい情報

※IIHOE「2009年助成申請書の団体

基礎情報に関する、地域規模・全国
規模助成の比較調査報告書」

９１機関・１３３の助成プ
ログラム（計３３８億円）
の申請書・報告書の「申
請団体に関する情報」の
項目を集計・分析

• これを元に、常に約5

割以上聞かれている
項目を中心に作成した
のがCANPAN団体情
報

団体概要（団体名、連絡先）

運営体制・財務状況

設立の目的・活動実績
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×行政が求める情報

新しい公共支援事業／標準開示フォーマット

• 「新しい公共」の自立的な発展の促進
のための環境整備」を進めることとさ
れ、平成22年度補正予算87.5億円

• 小さな政府の流れの元に、行政の業務
をNPOに移管していく動き

• 財務状況を含めた透明性が求められ
情報開示が重要視されている

• そこで定められたのが標準開示フォー
マット

• CANPAN団体情報はリニューアルでこ
れに対応
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×団体の信頼性をアピールする方法①

情報開示レベル

•入力量に応じて自動的に
★が増えます
※最低限の情報を記入して
いる→★１

必要な情報をほぼすべて
記入している→★５
・★５がCANPANメンバーズ
の要件
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×

• この登録項目は国内助成プログラム約130の申請書フォームを元に、共通する
約8割の項目を中心に構成されています。

• 登録した情報量に応じて情報開示度レベルを示す★マークや信頼性を示す認
証マークがつきます。

• 団体情報は以下の構成になります。

▽基礎情報・活動概要・活動実績

▽財政・収支報告書・貸借対照表

→３年分の財務情報 →NPO会計基準書式

▽組織運営・行政提出情報

→新しい公共支援事業「標準開示フォーマット」

▽添付資料

• 代表者氏名が「姓」と「名」にわけて入力する形になりました。
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あらためてCANPANの団体情報



×

• 決算報告書やパンフレットなどを添付資料として登録（アップロード）します。

定款、会則、最新役員名簿、パンフレット、入会申込書、退会申込書、

会員情報変更届、研究費・助成金申請書

（年度別添付資料：計3年分）

事業報告書と事業計画書、予算書類

• 書類種別で「画像」としてアップロードした場合は団体詳細ページに画像が表示
されます。

• 添付可能なファイル拡張子

・画像・・・GIF、JPEG、JPG、PNG （書類種別で画像を選択してください）

・音楽・・・MP3、MID、WMA

・ドキュメント・・・PDF、TXT、CSV、DOC、DOCX、XLS、XLSX、PPT、PPTX

※1ファイル10MBまで登録可能です。
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団体情報の添付書類



×これからの情報発信
樹木は育成することのない

無数の芽を生み、
根をはり、枝や葉を拡げて

個体と種の保存にはあまりあるほどの
養分を吸収する。

樹木は、この溢れんばかりのの過剰を
使うことも、享受することもなく自然に還すが

動物はこの溢れる養分を、自由で
嬉々としたみずからの運動に使用する。

このように自然は、その初源からの生命の
無限の展開にむけての秩序を奏でている。

物質としての束縛を少しずつ断ちきり、
やがて自らの姿を自由に変えていくのである。

“デンマーク王子アウグステンブルク公にあてた

美学的なことに関する書簡第27号より一部を抜粋“

フリードリヒ・フォン・シラー

横浜／ランドマークタワー
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